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愛
知
大
学
の
誕
生

愛
知
県
豊
橋
市
の
市
街
地
に
南
接

す
る
丘
の
上
に
旧
制
「
愛
知
大
学
」

が
豊
橋
予
備
士
官
学
校
の
施
設
跡
地

に
認
可
開
設
さ
れ
た
の
は
、
終
戦
直

後
の
１
９
４
６
年
１１
月
１５
日
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
全
く
の
新
設
で

は
な
く
、
終
戦
ま
で
大
陸
上
海
に
あ
っ

た
旧
制
「
東
亜
同
文
書
院
大
学
」
を

ル
ー
ツ
校
と
し
、
文
部
省
（
当
時
）

の
誘
導
も
あ
っ
て
、
大
陸
各
地
や
日

本
の
植
民
地
で
終
戦
に
よ
り
学
校
を

失
っ
た
旧
帝
大
や
大
学
、
高
専
校
な

ど
の
学
生
た
ち
も
受
け
入
れ
、「
愛
知

大
学
」（
以
下
、
愛
大
）
と
し
て
開
学

し
た
。
入
学
者
は
書
院
生
が
最
も
多

か
っ
た
が
、
出
身
校
は
８０
余
校
に
及
び
、

ま
さ
に
「
引
揚
げ
総
合
大
学
」、「
ア

ジ
ア
文
化
大
学
」
の
様
相
を
示
し
た
。
そ
の
た
め
入
学
生
は
編
入
生

が
多
く
、
予
科
３
年
、
学
部
３
年
、
計
６
学
年
分
の
授
業
を
一
斉
に

開
講
し
た
。
さ
ら
に
空
襲
で
焼
け
野
が
原
に
な
っ
た
東
海
地
方
の
各

都
市
で
、
学
ぶ
機
会
を
失
っ
て
い
た
市
民
、
勤
労
者
の
た
め
に
全
教

員
が
各
都
市
に
出
向
き
「
土
曜
講
座
」
を
開
講
。
受
講
生
が
す
ぐ
に

１
万
人
を
超
え
、「
修
了
証
書
」
の
発
行
依
頼
が
大
学
へ
殺
到
し
た

こ
と
か
ら
、
大
学
は
正
規
の
夜
間
部
を
豊
橋
、
名
古
屋
両
キ
ャ
ン
パ

ス
に
増
設
し
た
。
こ
う
し
て
愛
知
大
学
は
、
昼
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

旧
制
大
学
生
か
ら
、
夜
は
市
民
、
勤
労
学
生
ま
で
、
幅
広
く
、
多
種

多
様
な
多
く
の
学
生
を
相
手
に
授
業
を
展
開
し
た
。
そ
こ
に
愛
知
大

学
の
誕
生
の
原
点
、
そ
し
て
特
徴
が
あ
っ
た
。

2 

「
自
由
・
受
難
の
鐘
」の
登
場

そ
し
て
こ
の
多
く
の
授
業
の
終
始
時
刻
を
伝
え
た
の
が
、物
資
不

足
の
折
柄
、
本
部
事
務
棟
に
隣
接
し
、
各
教
室
等
に
近
い
松
の
木

に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
鐘
で
あ
っ
た
。
用
務
員
さ
ん
が
毎
授
業

時
間
ご
と
に
そ
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
。
そ
の
音
色
は
全
学
生
、
教

職
員
の
胸
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
折
、第
４
回
卒
業
生
た
ち
が
そ
の
鐘
の
姿
に
寂
し
さ
を
覚
え
、

愛
大
の
時
計
台
に
す
べ
く
２
本
の
柱
と
屋
根
を
寄
贈
し
、
そ
の
柱
に

［愛知大学］
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「
自
由
・
受
難
」
の
文
字
を
刻
ん
だ
。
そ
れ
は
当
時
学
監
で
あ
っ
た

小
岩
井
淨
先
生
の
「
観
取
命
運
自
在
」
の
書
か
ら
の
ヒ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
は
、
こ
の
寄
贈
代
表
の
藤
田
稔
氏
に
よ
れ
ば
、「
自

由
を
求
め
れ
ば
、
苦
難
は
必
然
避
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
こ

と
で
、
改
め
て
「
愛
大
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
真
の
鐘
を
鳴
ら
し
て

ゆ
き
た
い
」
と
い
う
卒
業
生
た
ち
の
願
い
と
学
園
の
志
が
あ
っ
た
。

3 

愛
大
に
と
っ
て
の「
自
由
・
受
難
」史

当
時
の
愛
大
に
は
書
院
生
た
ち
の
雰
囲
気
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は

上
海
の
書
院
生
時
代
、
日
中
友
好
と
連
携
へ
の
強
い
志
を
持
っ
て

い
た
が
、
１
９
４
３
年
、
政
府
の
学
徒
出
陣
や
勤
労
に
動
員
さ
れ
、

そ
の
志
へ
の
理
不
尽
さ
を
抱
え
、
戦
場
へ
赴
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
本
間
喜
一
学
長
・
院
長
は
内
地
の
学
長
と
は
違
い
、「
生
き
て

帰
っ
て
こ
い
」
と
書
院
生
を
送
り
出
し
た
。
学
長
も
書
院
生
も
「
自

由
」
へ
の
距
離
と
自
由
の
価
値
を
嚙
み
し
め
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、戦
後
の
１
９
４
９
年
の
大
学
学
制
改
革
で
新
制
大
学
が
各
地

に
誕
生
す
る
が
、地
元
名
古
屋
大
学
は
文
科
系
学
部
新
設
に
当
た
り
、

人
材
不
足
か
ら
愛
大
の
人
材
を
求
め
、愛
大
と
の
合
併
案
を
提
案
し

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、愛
大
で
は
教
員
と
学
生
が

数
回
に
わ
た
る
集
会
で
の
議
論
の
結
果
、そ
の
提
案
を
断
って
い
る
。そ

の
大
き
な
理
由
は
、戦
時
下
で
行
っ
た
政
府
に
よ
る
大
学
への
干
渉
への

懸
念
で
あ
り
、「
私
学
」の「
自
由
」の
価
値
を
選
択
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
自
由
・
受
難
の
鐘
」
の
塔
が
で
き
た
翌
１
９

５
２
年
、
深
夜
の
構
内
に
不
法
侵
入
し
て
き
た
不
審
者
２
人
組
が
い

た
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
寮
生
が
取
り
押
さ
え
た
ら
、
警
察
官
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
彼
が
、
そ
し
て
寮
生
の
一
部
ま
で
も
が
逮

捕
さ
れ
る
と
い
う
理
不
尽
な
事
件
が
発
生
し
た
。「
愛
大
事
件
」
で

あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
折
し
も
最
高
裁
事
務
総
長
か
ら
愛
知
大
学

学
長
に
復
帰
し
た
本
間
喜
一
は
、
あ
く
ま
で
も
学
生
の
立
場
を
信
じ
、

擁
護
し
た
こ
と
で
、
学
生
た
ち
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
、
そ
れ
に
よ

り
、
新
生
愛
大
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
。
ま
さ
に
「
自
由
・
受
難
」

の
精
神
は
、
全
愛
大
学
園
関
係
者
に
強
く
響
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

今
で
も
「
自
由
・
受
難
の
鐘
」
は
、
学
内
を
見
続
け
、
そ
の

精
神
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

手前が「愛知大学設立趣意
書（抄）碑」、奥は「亜細亜友
好記念碑」、そして中央が「自
由・受難の鐘」（豊橋校舎にて。
名古屋校舎にも建てられてい
る）
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